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．はじめに
大正自由教育は、画一的かつ注入的であった「明治教育」に対するアンチテーゼ
の性格をもっており、学習者の自発性と個性を尊重する自由主義的な教育であっ
た )。この時期の地理教育の実態を考察した従来の研究は、地理科の授業改革をめ
ざした実践の授業構成を分析する手法を採ってきた )。ところが多くの教師の関心
を惹きつけるとともに、この時期を特徴づける教育研究の枠組みや型となって「教
育の個別化・個性化」を推し進めた自学輔導法に着目して、実践的研究の特質を解
明する研究は十分に進められていない )。
) 中野光（ ）：『大正自由教育の研究』、黎明書房、 - 。
) 永田忠道（ ）：大正自由教育期における地理授業改革―初等学校段階の場合―。社会科研究、
第 号、 - 等がある。
) 齋藤之誉（ ）：大正自由教育期における地理科自学輔導法の実践的展開―清水甚吾の地理教
本稿で着目する自学輔導法は、管見によれば、 （明治 ）年に谷本富が提
起した教育思想である。この後、自学輔導法は、学習者の個人差と個性を尊重する
授業の在り方を追究した大正自由教育期における教育研究の中核となった理念であ
る。谷本によれば、「自学」とは学習者の自発的な学習のことであり、「輔導」とは
自学を促すために必要な教師による支援のことである。
このように自学と輔導を規定したうえで、谷本は各学科の教授・学習過程に、自
学と輔導を明確に位置づける自学輔導法の具体的な在り方を、授業研究によって確
立することが重要な教育課題であることを訴える講演会を各地で行なった )。谷本
の活動によって、自学輔導法は全国の多くの教師たちに共有されるとともに、現場
の実践的研究における課題の設定と解法の範例と母型になっていった。こうした時
代状況の中で、小学校地理科の実践的研究は、自学輔導法の研究に収斂していくこ
とになったのである。
本稿で着目する日本の分団教授は、明石女子師範学校附属小学校（以下では「明
石女子師範附小」と記す）を舞台にして、及川平治（ ～ ）が展開した分
団式動的教育法の取り組みが嚆矢となった。及川の分団教授論は、主事として同校
に着任して 年目にあたる （明治 ）年から実践されたものである。その意
義を考察した従来の研究は、理論研究と実践を通じて独創的な日本的教育方法を生
み出す先便をつけた点を指摘したうえで、自学輔導法との関連を指摘するにとどま
っている ）。
本稿では、及川の分団式動的教育法を、谷本富が （明治 ）年に提起した
自学輔導法の授業化を試みた実践的な教育研究の系譜に位置づける。この立場から
及川の論議を捉えるとき、分団式動的教育法は、 つの支柱をもつ自学輔導法と見
なすことができる。第 の柱は「輔導の三大要件」)、すなわち①「学習動機の惹
起」、②「題材の動的見かた」、③「題材の構造法（研究法）」である。第 の柱は、
分団式教育の開発である。
そこで本稿は、自学輔導法の研究史に及川と後続の分団教授論を位置づけて、小
学校地理科の地誌学習へ導入を試みた教育研究を実践まで含めて分析し、その自学
輔導法としての特質と限界を明らかにすることを目的とする。
この目的を達成するために、本稿ではまず、地理科の自学輔導法の研究史に、分
団教授の導入を試みた実践的研究を位置づける。次に、及川主事の指導のもとに明
石女子師範附小で展開された分団式動的教育法による地誌学習論を実践まで含めて
分析して、自学輔導法としての特質について検討する。そのうえで、後継の分団教
授論による地誌学習論を実践まで含めて分析を加えることで、大正自由教育期にお
［
育論を事例にして―。麗澤大学紀要、第 巻、 - 、齋藤之誉（ ）：大正自由教育期の自学輔
導法による地理科カリキュラムの改造―ダルトン・プランの導入・検証過程を中心に―。麗澤大学紀要、
第 巻、 - 等がある。
) 谷本富（ ）：自学の唱道者として。自学奨励会編『自学主義の教育』、隆文館、 - 。
) 三先生言行録刊行会編（ ）：『三人の先生』、兵庫県教育委員会、 、井野川潔・川合章編
（ ）：『日本教育運動史 』、三一書房、 - 、中野光（ ）：『大正自由教育の研究』、黎明書
房、 - 、川合章（ ）：『近代日本教育方法史』、青木書店、 - 等がある。
) 及川平治（ ）：『分団式各科動的教育法』、弘学館、 。
ける分団教授による地理科地誌学習の変質と限界について考察する、という手続き
をとる。
．地理科自学輔導法の研究史における分団教授論の位置
(）自学輔導法の源流
谷本（ ）の指摘によれば、明治期の学校教育の問題点は、第 に学習者の
個性を重視してこなかったこと、第 に自主尊重の精神が乏しいことであった )。
そこで谷本は、「学校は画一の要求を離れ差別の教育の最大必要を承認せんこと
を要す」)ことを主張した。この主張は、谷本の論考の中で「差別の教育」（
）の概念に集約されていった。「差別の教育」とは、学習者の習熟
度と理解の遅速の個人差に対応するための「教育の個別化」と、興味・関心に対応
するための「教育の個性化」の つの意味で使われている概念である。
この「差別の教育」の考え方を学校教育に導入する必要性を説く立場から、谷本
は「新教育に於ける教授法の原則は（中略）教師が生徒を輔導して自学せしむと云
ふのに帰しませう。（中略）教育は個人の能力を拡張し充実せしめて実力を養成せし
めねばならぬ」)という自学輔導法を提唱し、これを各学科の授業に具体化する教
育研究の必要性を各地の講演を通じて訴えたのである。こうして各地の師範学校附
属小学校を中心にして、自学輔導法を地理科の授業にも具体化する研究が始められ
た。
(）地理科自学輔導法の実践的展開
（明治 ）年に谷本が提唱した自学輔導法を起点にして、実証的な授業研
究を蓄積することで、自学輔導法による地誌学習の具体的な学習指導方式を確立し
ようとした代表的な実践例を示したのが第 表である。第 表の実践例は、本稿
の立場から、谷本の主張をふまえて取り組まれた教育研究と判断できる事例に限定
している。このため表中の実践例は、大正自由教育期に自学主義を表明した教育研
究の全てを網羅しているわけではない。
本稿では、暫定的に小学校地理科の自学輔導法研究の動向に つの段階を設定
して、そこに分団教授論を位置づけてみる。
第 段階は、 （明治 ）年から （明治 ）年にかけての時期である。
この時期の特色は、谷本が京都や福岡をはじめ、各地の講演会を通じて唱導した自
学輔導の教育思想を、教師たちが受容に努めるとともに、地理科の地誌学習に具体
化する授業研究が開始されたことである。福岡師範学校附属小学校の岡千賀衛、東
京高等師範学校附属小学校（以下では「東京高師附小」と記す）の樋口長市と立石
仙六が、ほぼ同時期に研究に着手した。岡は「自学輔導新教授法」、立石は「自修
) 谷本富（ ）：『新教育講義』、六盟館、 。
) 前掲書（ ）、 。
) 前掲書（ ）、 - 。
］ 大正自由教育期における地理科自学輔導論の実践的展開
法」、樋口は「自学主義教授法」を提案して、授業モデルの開発を進めた（第
表）。
第 段階に提案された授業モデルに共通する特色は、 コマの授業時間の枠内で
学習内容の定着を図るために、教科書等を活用して「予習」「練習」「復習」をさせ
る自学輔導法が提案されたことである。
第 段階は、 （大正 ）年から （大正 ）年にかけての時期である。こ
第 表 大正自由教育期における自学輔導法研究の動向
年 代 主 要 な 文 献
(明治 ) 谷本富『新教育講義』六盟館
(明治 ) 谷本富『系統的新教育学綱要』六盟館
(明治 ) 樋口長市「小学校教授法の根本思想を変更すべし」(『教育研究』)
立石仙六「児童自修法の実際的研究」(『教育研究』)
立石仙六「小学校に於ける自修法と教授」(『教育研究』)
(明治 ) 谷本富『新教育者の修養』六盟館
谷本富『新教育の主張と生命』六盟館
岡千賀衛『自学輔導新教授法』弘道館
(明治 ) 及川平治「為さしむる主義による分団式教授法」(『全国附属小学校
の新研究』)
岡千賀衛「自学自習の研究要点」(『教育研究』)
(明治 ) 樋口長市「自習法並に教授法概論」(『教育研究』)
樋口長市「地理科の自習法並に教授法」(『教育研究』)
(大正 ) 及川平治『分団式動的教育法』弘学館
(大正 ) 及川平治『分団式各科動的教育法』弘学館
齋藤諸平・清水甚吾『分団教授の実際』弘道館
(大正 ) 自学奨励会編『自学主義の教育』隆文館
樋口長市『自学主義の教育法』金港堂
齋藤諸平・兒子喜六『発動主義分団教授一般』中文館
(大正 ) 三好得恵「自発輔導主義学習法」(三好宅保存の自筆起案メモ)
(大正 ) 三好得恵「自発輔導主義教育の建設」(『小学校』)
(大正 ) 尼子止編『八大教育主張』大日本学術協会
手塚岸衛『自由教育真義』寳文館
(大正 ) 赤井米吉「ダルトン案に就いて」(『愛媛教育』)
愛媛県教育協会『愛媛教育 教育問題改造号』(『愛媛教育』)
(大正 ) 齋藤諸平「分団式発動主義教育」(『教育理想の研究』)
帝国教育会編輯部編『ダルトン案の実際的適用』香柏堂
廣瀬均『実施経験に拠るダルトン案批判』文化書房
三好得恵『自発教育案と其の実現』東洋図書
(大正 ) 清水甚吾『学習法実施と各学年の学級経営』東洋図書
愛媛県師範学校附属小学校「高学年学習指導の実際」(『愛媛教育』)
(大正 ) 齋藤諸平『国民的人格主義 学習輔導の原理と実際』廣文堂
(昭和 ) 清水甚吾『地理学習指導法精義』東洋図書
［
の時期の特色は、本稿で着目する及川平治著『分団式各科動的教育法』、齋藤諸平
著『発動主義分団教授一般』等の分団教授論が登場し、分団教授を掲げた、いわば
第二世代の自学輔導法の授業モデルが提案されたことである。
第 段階は、 （大正 ）年から （昭和 ）年にかけての時期である。こ
の時期に開発された授業モデルに共通する特色は、学習者ごとに教材と進度が異な
る個別学習と、学級内の平均的な習熟度の者の進度に合わせて学級全体の一定の進
度を維持する学習を併用する自学輔導法が提案されたことである（第 表）。福井
県三国小学校の三好得恵による「自発輔導主義学習法」、千葉師範学校附属小学校
の手塚岸衛による「自由教育法」、福井師範学校附属小学校の広瀬均による「ダル
トン式自由教育法」、奈良女子高等師範学校附属小学校の清水甚吾による「学習法」
（第 表）等に基づく地誌学習のモデルが開発された。
以上が、 （明治 ）年から （昭和 ）年までに取り組まれた自学輔導
法の主要な教育研究の動向である。本稿で着目する分団教授は、地理科自学輔導法
の研究史において、第 段階に確立された教育研究として位置づけることができ
る。
ただし及川の分団式動的教育法は、第 段階の （明治 ）年に提案された
「為さしむる主義による分団教授法」)において既に胎動していたことを確認する
ことができる。また、及川が谷本の唱導を受けて自学輔導法の教育研究に着手した
時期については、 （明治 ）年に「付属小学校の教育方針を、なさしむる主
義の教育、実験室制度、分団式教育の三綱に制定して、自学輔導主義教育の理論と
実際の研究に没頭した」)ことが指摘されている。
加えて、及川は自学輔導主義を明石女子師範附小の教育方針に掲げて研究に着手
した前年の （明治 ）年に、及川平治著『如何に地理を教ふ可き乎』)を出
版している。このことは、及川の教育研究のベクトルが地理科と密接に関わってい
たことを示している。それでは、及川は自学輔導法の第一世代にあたる岡や立石等
の地誌学習モデルとどのように向き合い、どのようにして独自の自学輔導法を開発
したのであろうか。
．及川平治における地理科自学輔導法の形成
(）自学輔導法研究の「第一世代」批判
及川は、第 段階に行なわれた先行実践を「谷本博士が自学輔導を唱導されて
から、既に十年にもなるが、実際に於て未だ真の自学は行はれてゐない」)と認識
していた。及川が批判的に超克することを求めた先行実践とは、自学輔導法とし
て、どのような問題点を抱えていたのであろうか。
) 及川平治（ ）：為さしむる主義による分団式教授法。金港堂輯部編『全国附属小学校の新研
究』、金港堂、 - 。
) 三先生言行録刊行会編（ ）：『三人の先生』、兵庫県教育委員会、 。
) 前掲書（ ）、 に指摘がある。
) 前掲書（ ）、 。
］ 大正自由教育期における地理科自学輔導論の実践的展開
自学輔導法の研究史における第 段階の末にあたる （大正 ）年に、研究
の起点となった （明治 ）年から約 年にわたる動向を総括する試みがな
された。それが自学奨励会編『自学主義の教育』)の出版である（第 表）。
そこに、谷本が「自学の唱導者として」という論考を寄稿している。自学輔導法
研究の第 段階に研究拠点となった学校と人物について、次のような事情を確認
することができる。
?京都府京都市両教育委員会からの（中略）懇嘱に任せて明治三十九年の劈頭
に、初めて新教育を講じた時に之れを主張したので、（中略）『新教育講義』の
標題を附して、其の速記録を出版したところ、一瞬の間に無慮七八千部を売弘
めて、東西南北に行渡つたらしく、自惚れながら此処に吾が教育思想の沿革史
上に、（中略）一時期を画した様である。それを福岡県の師範学校で岡千賀衛氏
などが実施に尽力し、 県之に随ふと云ふ風で、やがて岡氏は抜擢せられて東
京高等師範学校附属小学に任用せられた程であり、更に兵庫県では明石の女子
師範学校の及川平治氏が一層これを拡充して、所謂分団式の動的教育法を案出
せられ、忽ちにして非常の優勢と成つた様である。（中略）之れと前後して、東
京方面でも樋口長市氏などが、其処に一大中心を樹てられたらしい。（中略）
僅々十余年間に、前述の通り大々的流行を来たした（以下略）。」)
このように第 段階の教育研究について回想した谷本の証言に、第 表の研究
史を加味すると、岡が牽引した福岡師範附小と、樋口と立石が牽引した東京高師附
小が、自学輔導法研究の東西の研究拠点になっていたことを確認することができ
る。加えて及川が牽引した明石女子師範附小の実践が、 （大正 ）年までに、
第 段階の先行実践には見られない新機軸を、分団式の動的教育法として打ち出
していたことがわかる。
及川に先行した自学輔導法の実践として、自学輔導新教授法による岡の実践（第
図）と、自修法による立石の実践（第 図）を挙げることができる。岡の実践
「群馬県」は、「予習」場面で、教師が提示した項目を教科書で調べる作業が自学と
して位置づけられている。教師による輔導は、①「予習」場面の机間指導において
理解の遅い児童や作業でつまづいた児童を支援する活動と、②「補正・練習」場面
で予習内容の成否を確認する活動として位置づけられている。
立石の実践「富山県」は、自学の方略として、「自修・予習」場面では①教科書
で調べる作業と、②調べた内容を略地図化してまとめる作業に特色をもたせてい
る。「自修・復習」場面では、①教科書の記述内容と板書の内容を活用して本時の
学習内容を定着させる場面と、②地図を見ないでフリーハンドで学習内容を略地図
化してまとめる作業に特色をもたせている。教師による輔導は、「教授」場面で
「自然地理と人文地理との連絡関係」という地人相関論の視点と、「人文的事実相互
の連絡関係」という相互依存の視点から、児童が行なった予習事項を関連づけて学
習対象地域の特色を理解させようとする指導に特色を打ち出している。ところが、
) 自学奨励会編（ ）：『自学主義の教育』、隆文館、 。
) 前掲書（ ）、 - 。
［
?甲．予習>
．関東地方誌復習
?山地と平野」「地勢と生業」「大
河」?交通系」について問答。
．群馬県處誌予習
①群馬県地理予習すべき旨を告
ぐ。
②予習の項目を板書す。
?鉄道」「都会」「有物なる産物」
「温泉」
③教師は机間巡視。質問に答へ、
劣等性に注意す。(以上凡
分)
?乙．補正・練習>
．予習の点検：予習の成否を調ぶ。
?鉄道（高崎線、信越線）は何処
から何処まで」「都会は何々か」
等
．各項につき順次問答補説
①位置（関東地方の西北部)
②鉄道（高崎線、信越線)
(※以上を口述復演数回)
③都会・産物など
桐生（織物の産地)、前橋市
（利根川に沿ふ。県庁あり)、高
崎市（鉄道の集る所)、上野三
山、碓氷峠（アプト式鉄道)
(※以上を口述復演技)
．全部筆述復演（学習帳自己訂正)
?丙．整理>
．教科書講演（質問に答ふ、補正の
要項につき問答。)
．各項問答と共に深究敷衍
．口述復演技
第 図 岡千賀衛の実践「群馬県」の授業過程
岡千賀衛（ )：『自学輔導新教授法』、弘道館、
- より作成。
?甲．自修・予習>
①当番は、 名又は 名の児童を
指名して教科書を読ましむべ
し。
②各自、次の要項に従ひ静かに教
科書をたどりて予習すべし。
．位置
?本県に隣れる県」「重な山又は
海」「東京からいずれの方にある
か」
．地勢
?東部」「西部」「北部」「中部」
「南部」
「全体はいずれの方に傾いてゐる
か」
．重な鉄道、都市、産物
．歴史に関係のある所又は景色のよ
い所
※注意①疑の所は書きとめて置く
こと。
②調べのすんだ者は略図を
かく。
?乙．教授>
．自修の項目により結果を試む
?位置を話せ」「地勢を話せ」等。
．自然地理と人文地理との連絡関係
「富山より東は交通が不便である
理由」
．人文的事実相互の連絡関係
?中越線は何のために敷設されて
ゐるか」
．基本的事実と想像的事実との連結
?航路が秋より冬に困難。何故と
思ふか」
．事実の総括
?平野より出づる産物は何か」
?丙．自修・復習>
．教科書を読む。
．附加すべき事実を本の中に記入す
る。
．黒板上の要項と教科書をくらべて
復習。
．本の中の地図に地勢の色分をなす
こと。
．地図を見ないで幾度も略図を画く。
第 図 立石仙六の実践「富山県」の授業過程
立石仙六（ )：小学校に於ける自修法と教授。
教育研究、第 号、 - 。より作成。
］ 大正自由教育期における地理科自学輔導論の実践的展開
こうした第 段階の実践に対して、及川は次のように書いている。
?余の研究に依れば、自学とは題材（要求実現の仕方）を自力によつて構造す
ること、輔導とは、（一）児童の学習動機を惹起すること、（二）題材を動的に
見ること、即ち題材を以て既成固定の存在とせず、之を生成過程とすること、
（三）題材の構造法（研究法）を授けることである。（中略）この三大件を具備
しないものは、自学輔導でも、発動教育でもあるまい。（中略）自学輔導を以て
単に教法論にのみ関するものとせば、自学は動的教育学の一小部分に過ぎない
ことになる。（中略）世には自学を以て予習復習と誤解し、予習は自学で、本習
は自学でないと誤解してゐるものがある。」)
この見解は、自学輔導法の在り方を、教科書の記述内容を予習復習によって定着
を図る段階から脱皮させることで、先行実践を批判的に超克しようとする立場を表
明したものである。そのための具体的な手立てとして及川が提案した新機軸の
つが、①学習動機を惹起すること、②題材を動的に見ること、③題材の研究法を体
得させること、の つを要件とする輔導であった。もう つは、教師の輔導の作
用によって、学習者が自力で題材を研究できるように実力を養成することを目標と
する自学であった。
では、及川が新機軸として打ち出した自学輔導法は、どのような理論によって基
礎づけられたのであろうか。
(）分団式動的教育法の理論形成
）「為さしむる主義＋分団式」教育法の形成
及川は、第 段階で登場した予習復習型の自学輔導法を批判的に超克しようと
した。及川は、 （明治 ）年に明石女子師範教諭と同校の附属小学校の主事
に着任した。 （明治 ）年には、後に分団式動的教育法へと結実する前段階
としての「為さしむる主義による分団式教育法」が明石女子師範附小の教育方針に
掲げられて実践された。及川は、「為さしむる主義教育の本質」について、次のよ
うに説明している。
?衝動は教育の手がかりなり、衝動を規正善導して理想に導くは即ち教育な
り、衝動の規正善導は為さしむることなり、故に為さしむることに由りて陶冶
するを教育の本質とす。（中略）為さしむる主義は、経験を主とし経験中に思弁
せしむることを本体とす。故に児童の直接経験し得るものには教科書を用ふべ
からず、学習材料と児童との間に教師の介立するを許さず、教師は傍にありて
その学習を指導暗示すれば足れり。為さしむる主義は児童の直接経験を尊ぶと
雖、書籍上の学習を軽視するものにあらず、只凡ての書籍を以て自己発展のた
めに使用すべきことを深く悟らしむるを要するのみ。」)
この見解は、教材と学習者の間に教師が介在することを許さない、いわば直接経
験による自学を重視するものである。このとき教師には、学習者に寄り添って、必
) 前掲書（ ）、 -。
) 金港堂輯部編『全国附属小学校の新研究』、金港堂、 。
［
要に応じて学習活動を指導・支援する役割
に徹することを求めている。
教科書の活用法についても、第 段階
の岡と立石の実践が、教科書の記述内容の
定着を図ることを前提にして自学輔導法を
論じた教育研究の型そのものを問い直して
いる。
?為さしむる主義」の底流には、「教師は
学習の動機を刺激し、学習の方法を授け、
児童をして自研究発表批評せしむべし。児
童をして知識の飢渇者たらしめよ。」)と
いう及川の教育観と授業観があった。そこ
では、教師の輔導に①学習者の動機を刺激
すること、②学習の方法を授けること、の
機能を求めている。学習者の自学には、学
習の方法を体得して、独力で研究・発表・
批評を進めることのできる実力を養成する
ことを求めている。
このような自学輔導法の新機軸を打ち出
すためには、学習者ごとの個人差に配慮した学習活動が必要になる。そこで及川が
着目したのが、「為さしむる主義」を補完するための分団式教育法であった。及川
は、「分団教授の方法」という項目を設けて、分団教授と自学輔導法の関係性を次
のように説明している。
?発達の速度は、万人一様ならず。（中略）其の発達に遅速があるが故に、早
熟者晩熟者あり、優等児、劣等児あるは事実なり。教育は事実に基くべし。
（中略）分団教授は学級教育と個別教育とを調和して能力不同の児童に適切な
る教育を施すを目的とし、自学自習主義教育は教授の本質は自学にありと云ふ
に帰す。然れども分団教授を実行せんには、必ずや自学せしめざるべから
ず。」)
及川は、児童が学習の方法を体得して、独力で研究・発表・批評を進めることの
できる実力を養成することを自学に求めた。こうした性格の「為さしむる主義」の
教育を徹底するためには、児童の能力が均質でないことをふまえる必要がある。そ
こで、個人差に対応する手立てとして、分団教授を加味した「為さしむる主義」の
教育を組み立てたのである。
第 図は、分団の作り方の 例を示したものである。及川は、算術と国語の成
績に基づいて学級内に数個の分団を作る方法を採用していた。そこでは、優等児・
普通児・劣等児の 種の分団が想定されていた。理解と作業の早い児童と、逆に
○：優等児
△：大に個別的指導を要する劣等児
□：操行不良児
第 図 及川平治による「分団の作り方」
金港堂輯部編『全国附属小学校の新研究』、
金港堂、 より転載。
) 前掲書（ ）、 。
) 前掲書（ ）、 - 。
］ 大正自由教育期における地理科自学輔導論の実践的展開
遅い児童には、作業の分量を調節することで対応がなされていた。その一方で、及
川は「算術、国語は、最も分団を作る必要あればなり。他の教科目教授は（分団を
作れば便宜多し）分団を作らざるも、分団教育を施すこと能はざるにはあらず」)
と述べて、分団教授の必要の程度は、学科によって異なるという認識を示した。
（明治 ）年に提案された「為さしむる主義による分団式教育法」は、そ
の後の研究の継続と蓄積によって鍛え上げられ、 （大正 ）年に出版された及
川平治著『分団式各科動的教育法』に結実した。そこには、「為さしむる主義」と
して論じられた自学から、「動的教育」としての自学へと、自学輔導法の論議が洗
練されて昇華した教育研究の軌跡を確認することができる。
）「分団式＋動的」教育法の確立
（明治 ）年から （大正 ）年までの教育研究の成果として提案され
たのが、分団式動的教育法の「動的教育」の論議である。この時点で及川が定式化
した自学輔導法は、「題材の自力構造」すなわち自力で題材について研究・発表・
批評する学習を自学とした。この自学を支える教師の指導・支援の機能を輔導と見
なした。
そこで、及川が第 段階の先行実践を批判的に超克するための手立てとなる動
的教育の原理として確立したものが、「輔導上の三大要件」（①学習動機を惹起する
こと、②題材を動的に見ること、③題材の自力研究法を授けること）である。この
ため及川は、 つの要件を充たしていなければ自学輔導法と呼べないと強く主張し
た。及川は、 つの要件について次のように説明している。
?我が国の教育は、自学の意義を誤解して、自学の生命たる動機の惹起を忘
れ、題材を動的に考察することを知らず、研究法を授けず、全く動的教育の根
本問題に触れてゐない。中には、予習復習を以て、自学の全部と誤解し、児童
に予習させる必要のない教科目には自学はないとか、予習を旧来の教授段階の
一つに加へて、次に補成すれば自学であるなど、困つた間違をして居るやうで
ある。余は予習復習を以て無価値なりといふのではない。之も極めて必要であ
ることを認めるけれど、今日の所謂予習復習が全然なくても自学は完全に出来
るのである。我が国に於て動的教育の著述は谷本博士の著書唯一つあるのみで
ある。輔導上の三大要件を欠いて居るものは自学輔導でも、発動主義でも、自
習法でもない。」)
この見解に表れているように、「輔導上の三大要件」の問題は、自学輔導法とし
ての性格を備えた動的教育の根本問題である。ここでは、地理科の地誌学習の場に
問題を具体化して、考察を進める。
まず第 の要件「学習動機を惹起すること」は、及川の地理教育観に深く根ざ
している。その特質は、「地理研究の重大問題は、物的環境をして人類のために最
もよく作用せしむるには吾々は何事を為すべきか?の解決にある。地理科に於いて
) 前掲書（ ）、 。
) 前掲書（ ）、 。
［
理法を発見し法則を定立しようとするのは（中略）此の問題解決の動機より起るの
である」)という見解に表れている。
この見解を動機づけの方略に具体化し、「生きた地理を学ぶ」観点として論じら
れたのが、第 の要件「題材を動的に見ること」である。その特質は、第 に学
習対象地域の住民が環境（自然環境と社会環境）に順応する社会生活を通して形成
した地理的事実の実用的価値の考察、第 に住民と環境の交渉及び相互作用の在
り方の巧拙の発見と評価、第 に地理的理法の考察に基づく学習対象地域の潜在
的な発展力の発見という つの提案にある。
こうした動的な見かたを児童が学習活動に活用できるようにするための輔導が、
第 の要件「題材の自力研究法を授けること」である。及川が特に重点をおいた
のが「日本地理研究法」である。これは、日本地理の学習を通して発見した「地理
的事実の実用的価値」「住民と環境の交渉の巧拙の発見と評価」「学習対象地域の潜
在的な発展力」を、いわば「ものさし」として外国地理の学習に応用する意図があ
った。「日本地理研究法」では、特に実地生活の問題を解決するために、学習対象
地域を構成する事象相互の関係を発見させる「地理的要素の総合研究」を提案し
た。
この研究法のねらいを深化させるために、国定地理教科書に採用されている府県
別の形式地域の取扱いを批判して、実質地域の考え方を「機能的単位」と呼んで採
用した。そこには、 （大正 ）年から台頭し、科学的な地誌学習の在り方を
追究して地誌学習の内容研究を変革した田中啓爾の地理区教授論に通じる発想が胎
動している。
それでは、以上で検討した分団式動的教育法の理論は、地誌学習において、どの
ような自学輔導法を可能にしたのであろうか。明石女子師範附小で行なわれた及川
の実践を手がかりにして考察を進める。
）明石女子師範附小における地理科分団式動的教育法の実践
明石町の郷土地理
本稿では、地誌学習の基礎的経験として位置づけられていた郷土地理の実践に着
目する。その根拠は、「為さしむる主義」を主張して以降、及川は児童の直接体験
による学習を重視していたからである。
?生きた地理を学ぶ」観点として及川が重視した輔導の第 の要件「題材を動的
に見ること」は、現実の事象から直観する郷土地理の学習において試されることに
なる。また、その後の日本地理と外国地理の地誌学習へと発展していく学習の基礎
となる能力を、郷土地理の学習を通して、どのように育てることができるのかが重
要な論点となる。この意味で、郷土地理の学習では、及川の教育研究の真価が問わ
れることになるのである。
第 図は、明石町を学習対象地域にした郷土地理の実践における輔導の観点を
示したものである。「題材を自力で構造する」能力を育てる自学を成立させるため
) 前掲書（ ）、 。
］ 大正自由教育期における地理科自学輔導論の実践的展開
?題材の自力研究法」の観点 ?題材を動的に見る」ための観点
?甲．明石港及附近海岸の研究>
( ）明石港の大さ、形、深さは如何 ＝>①深さは浚渫器械の沈む度合及び水色など
にて知り得る
( ）港内にある船舶の数はいくら ＝>①汽船は幾隻か、②何故に大汽船は停泊せ
ざるか、③大汽船は何処に留まるか、④汽
船に載する貨物は何か
( ）大汽船は何処より出帆し何処に
航行するか
( ）大汽船の通過回数は季節によつ
て異なることなきか
＝>①今後注意せよ
( ）汽船会社は幾つか ＝>①汽船発着の時間割は汽車の発着と如何な
る関係あるか、②此の港と淡路島岩屋との
間に汽船の往復多きは何故か
( ）灯台は何のために造れるか ＝>①淡路島の灯台に比し其の形の小さきは何
故か
( ）港の東西に防波堤のあるのは何
故か
＝>①之なければ如何なる不都合あるか、②防
波堤は海岸を保護するものなるを説明する
( ）港の附近には如何なる商業行は
るるか
＝>①運送業、②船道具販売業、③魚市場、④
旅館
( ）魚市場に於て売買せらるる魚の
種類は如何
＝>①魚類は何処より集まれるか、②販路は何
処か、③魚市場の状況を調査するため早朝
是処に来つてしらべよ
( ）港の待合所には如何なる広告あ
りや
＝>①附近の商店名に特色なきか：湊屋、湊亭
などの店名が多い
( ）以上の研究により明石港附近の
略地図を描け
?乙．明石駅及其の附近の研究>
( ）当駅東西の駅名 ＝>①神戸、②大阪、③京都、④奈良、⑤姫路
( ）摂津紡績会社との関係
( ）昇降人数及呑吐貨物
( ）汽車発着回数の多き理由 ＝>①東行(上り)の回数が多い理由、②西行(下
り)の少き理由
( ）旅客及び貨物の多き季節
( ）明石駅と連絡する交通機関 ＝>①馬車、②汽船、③自動車
( ）鉄道の発達と馬車の盛衰
( ）道路の方向及角度 ＝>①道路は所謂大阪街道であるから東西に通
ずる、②所々に曲折あるは旧藩時代の政策
である
( ）附近の営業 ＝>①運送業、②旅館、③旅館相手の商業で明
石焼・絵葉書の売店が多い
( ）支店の多き理由 ＝>①大阪神戸に本店あり明石に支店が多い。
明石が大阪神戸と主従関係あるゆゑである
( ）広告は必需品か奢
しや
侈
し
品か
?丙．人丸山に登る>
( ）名高い所以 ＝>①児童を引率して人丸山(柿本人麿を祀る)
に登り、人丸山其のものの利用について研
究する
( ）設備
( ）売店
( ）鳥瞰図的研究 ＝>①人丸山より全町及淡路島を鳥瞰して、明
石町の全景を研究、②人口、③戸数、③密
度、④町の区域及び淡路島との関係、⑤主
なる建物、⑥主要道路（人家の道路の両側
に列べる理由）、⑦隣村との関係、⑧人口及
貸家の増加する理由
第 図 及川平治の実践「明石町の郷土地理教育」における輔導の観点
及川平治（ )：『分団式各科動的教育法』、弘学館、 - より作成。
［
に、どのような輔導を組織したのであろうか。
第 図に示した「明石港及附近海岸の研究」「明石駅及其の附近の研究」「人丸山
に登る」の輔導は、「魚市場の観察」「町内の視察」「海岸の逍遥」「淡路島へ航行」
等の校外学習を実施し、その総括として「明石町の将来」を展望する一連の郷土地
理の学習の一部として実施されたものである。明石町という学習対象地域を設定
し、地域を構成する要素相互の関係性と、この関係性の表現体となっている事象か
ら、地域の特色を考察するという地誌学習が意図されている。及川は、郷土地理を
地誌学習の一環して行なう意義について、次のように述べている。
?今日の郷土教授を見るに、徒に面積、人口、山岳の高さなどを記憶させて、
郷土といふ舞台上の活動を総合的に研究させることに欠けてゐる。生活其のも
のが主要な研究題目で、之を解釈する為めに地人の関係を考察する様でなけれ
ばならぬ。世には、郷土資料、郷土誌を編纂して居るところがある。是は極め
て重要な資料であるけれども、之を編纂しておくことに価値があるのではな
い。教師が児童と共に実地研究をなし、編纂するといふ活動其のものに価値が
あるのである。郷土地理といふ題材は、郷土といふ存在物をいふのではない。
郷土に行はるる社会生活に対しての考へ方、感じ方、為す仕方を題材といふの
である。郷土地理の研究順序は、矢張、地理的事実の存在事実の解釈、評価と
いふ順序に進むがよい。」)
この見解は、郷土という舞台で営まれる社会生活の事実を総合的に自然的条件と
社会的条件と関連づけて評価する地誌学習が重要であることを指摘したものであ
る。
特に、「郷土地理の研究順序」として指摘された内容は、及川が輔導の第 の要
件「題材を動的に見ること」の特質として掲げた つの事項と整合している。郷
土地理の学習は、現実の事象から学ぶことが可能であるため、住民が環境に順応す
る社会生活を通して形成した地理的事実の実用的価値を考察することが重要であ
る。また、住民と環境の交渉及び相互作用の在り方の巧拙を発見して評価する学習
は、ひいては学習対象地域の潜在的な発展力を発見することで、将来を展望する学
習を可能にする。「明石町の将来」まで考察の対象にしたのは、このことを裏付け
ている。
それでは、第 図に示した郷土地理学習の輔導の観点は、及川の言説をふまえ
ると、そこからどのような意図を汲み上げることができるのであろうか。
「題材の自力研究法」の観点は、これから地誌学習を始めようとする児童に対し
て、寄り添いながら現地調査をする観点を授けることで、学習の方法を体得させる
ための輔導である。一方、「題材を動的に見る」ための観点は、児童が現地調査を
通して住民の社会生活の事実を把握し、環境との交渉の巧拙を評価するための判断
材料を集めるために必要な観点を補う輔導である。
港と駅は、交通の結節点であるとともに、物流の拠点となる場所である。こうし
た場所の特性が、後背地の産業と密接に関わることで、地方色を帯びるようにな
) 前掲書（ ）、 - 。
］ 大正自由教育期における地理科自学輔導論の実践的展開
る。「明石港及附近海岸の研究」では、①港として利用されてきた地形環境の特色、
②他地域との関係、③港町としての特性、④港町の社会的条件を基盤にして存立す
る産業について考察する観点を準備している。
?明石駅及其の附近の研究」では、①他地域の関係、②交通の結節点としての機
能、③景観と地域の変容、④都市の階層構造を考察する観点を準備している。「人
丸山に登る」では、特に建物と幹線道路の分布状態と分布密度を景観から読み取
り、住民が明石町の自然的条件及び社会的条件と交渉した結果の巧拙を判断する材
料を授けることが意図されている。
しかし資料の制約から、野外観察の成果を持ち寄った児童が、明石町の住人の環
境との交渉の仕方の巧拙について、どのように診断し評価したのか、そのうえで明
石町の将来をどのように展望したのかを確認することができなかった。また管見の
限り、分団教授を地理科の授業において実際に活用する場面の記録が資料として残
されていない。わずかに及川は「地理科の分団式教育」という項目を設けて、次の
ように説明している。
?動的教育は、児童の能力に応じ夫々研究法を授けて独立活動をさせ様とす
るものである。一たび大体の研究法を授けて終れば、打ち棄てて置いても、能
力相応の活動をするから分団式教育の目的は達し得らるる筈である。然るに、
動的教育の真義を解せざるものは、ここに留意せずして、始から学級を二分し
三分し、徒に席上作業を複雑ならしめて居る。」)
この見解のように、及川は動的教育の考え方の中に、児童の学習における個人差
に対応して研究方法を体得させ、能力に応じて独力で、住民の環境との交渉のしか
たの巧拙を評価する研究を進めることができるように配慮する輔導が用意されてい
ると考えていた。このため、地理科の自学輔導法として分団教授を導入することの
意義を検証する手がかりを、実践の記録から見出すことはできなかった。
以上の検討から、及川の郷土地理の実践は、「輔導上の三大要件」に力点をおい
た動的教育を授業化したものであるといえる。また具体的な実践の記録に表われた
輔導の手立てに着目すると、郷土地理の学習を、住民が地域の自然的条件及び社会
的条件と交渉する仕方の巧拙を評価する学習に特色をもたせ、地誌学習として構成
したところに新しさがある。及川の地理科における分団式動的教育法の実践は、地
理科の教育内容の研究を基盤にした、揺らぎのない骨太の自学輔導法であった。で
は、分団教授に特色をもたせて新たな自学輔導法の在り方を追究した後継の実践
は、どのような新機軸を打ち出したのであろうか。
．分団教授を掲げた自学輔導法研究の変質
齋藤諸平による分団式発動主義教育
(）齋藤諸平の分団式発動主義教育の実践
齋藤諸平は、奈良女子高等師範学校附属小学校における実践を、 （大正 ）
) 前掲書（ ）、 - 。
［
年に同僚の清水甚吾との共著『分団教授の実際』)として出版した。この後、岡山
県玉島小学校の校長に就任し、 （大正 ）年に齋藤諸平著『発動主義分団教授
一般』)を出版した。齋藤は校長に就任後、管見の限り、教育研究の重点を自らの
実践を理論によって基礎づける研究へと移していった。
さらに齋藤は、 （大正 ）年に岡山県から欧米視察員に選ばれ、ドルト
ン・プランの実践を視察した。帰国後、岡山県倉敷小学校の校長に就任し、「ドル
トン式自律学習」の教育研究に着手することになった )。これ以降の齋藤は、谷本
や及川が規定した、教師が学習者の自学を支援する教育活動としての輔導の概念を
拡張して、分団教授はもとより合科学習、ダルトン案等も含めて「学習輔導＝教育
全体」という図式で捉えるようになっている )。
（大正 ）年に出版した齋藤諸平著『教育理想の研究』)では、奈良女子高
等師範学校附属小学校時代以来の自らの分団教授論を「分団式発動主義教育」と名
づけた。齋藤は、自らの教育研究の手法を実践的な授業研究から理論研究へ転換す
るにあたり、奈良女子高等師範学校附属小学校の訓導時代の実践を理論研究の基盤
にして重視してきた。実践が先行し、これを跡付けるかたちで理論化が行なわれて
いるのである。では、齋藤の分団式発動主義教育は、先行実践である及川の教育研
究をふまえると、その特色をどのような点に見出すことができるのであろうか。こ
こでは、まず奈良女子高等師範学校附属小学校時代の実践から検討を進める。
第 図は、齋藤諸平の実践「近畿地方」の第 時の授業過程の概要を示したも
のである。本時の学習は、「海岸地形」「地形環境と産業」「陸上交通」「海上交通」
「行政区分」の つの題材から構成されている。
どの題材についても、教科書の記述内容を地図上で確認する作業を重視してい
る。しかし、この段階から学習を深化させるために、住民が学習対象地域の自然的
条件や社会的条件といかに交渉し、その交渉の仕方の巧拙を診断して評価する動的
教育の手立ては準備されていない。
また自学を支える輔導の手立てとして、分団教授が授業の第 場面と最終の第
場面に位置づけられている。しかし、ここで中等児童と優等児童に提示された
課題で問われているのは、地理科の学習に関わる研究法や地理的技能に深く根ざす
本質的な問題ではなく、作業の遅速の問題である。
本時の実践は、全体として地名と地図記号を対比する作業にとどまっており、谷
本と及川が追究した自学輔導法を超えるものではない。むしろ、教科書の記述内容
の定着を図ることに主眼をおく点では、自学輔導法研究史の第 段階に登場した
予習復習型の実践に原点回帰しているといえよう。それでは、このような実践から
帰納的に導出された分団式発動主義教育は、どのような論理に裏付けられていたの
であろうか。
) 齋藤諸平・清水甚吾（ ）：『分団教授の実際』、弘道館、 。
) 齋藤諸平（ ）：『発動主義分団教授一般』、中文館、 。
) 小原國芳編（ ）：『日本新教育百年史 総説（学校）』、玉川大学出版部、 - 。
) 齋藤諸平（ ）：『国民的人格主義 学習輔導の原理と実際』、廣文堂、 。
) 齋藤諸平（ ）：『教育理想の研究』、廣文堂、 。
］ 大正自由教育期における地理科自学輔導論の実践的展開
．前次の復習
( ）近畿地方の位置はどのやうであるか
( ）平野はどのへんにあるか
( ）山地のありさまはどのやうであるか
( ）地図を示して主な山と川の名を云はせる
．目的指示：今日は海岸の有様とこの地方の主なる産業などについて調べよう
．教科書を通読させる
( ）教師一句づつ読むと共に児童をして之に伴つて読ませる
( ）次に低声で随意に音読させる
．分団教授
?中等児童及び優等児童> ?劣等児童>
( ）教科書の本文を附図に引合せながら
調べさせる（主なる地名を表記した
小黒板を掲げる)
( ）附図を持つて教卓の傍に来らせて次
の事柄について調べさせる
内海方面＝淡路島、播磨灘、明石
海峡、紀淡海峡、鳴門
海峡
紀伊半島＝潮岬、熊野灘、志摩半
島
日本海方面＝宮津湾、舞鶴湾
．海岸について問答しながら補説する
( ）海岸の出入は頗る多い
( ）内海方面 ：大阪湾、播磨灘、鳴戸海峡
( ）太平洋方面：潮岬、熊野灘、志摩半島、伊勢海
( ）日本海方面：宮津湾、舞鶴湾
．地勢を問答しながら如何なる産物が出るかを推究させる
( ）平野地方 ：米、菜種等を産する
( ）東南部の山地 ：森林多く木材、炭を産する
( ）伊勢海及び熊野灘：漁業が盛であつて、鰯、蝦、鯨の漁獲が多い
( ）志摩半島 ：真珠を産する
．以上主なる事項を復演させて教科書を読解させる
．交通、行政上の区分は地図を観察せしめながら問答する
( ）陸上交通 ：地図を観察させて交通系の発達、盛んであることより其の所以を
問答する
①関西線、②南海線、③東海道線、④山陽線
( ）海上交通 ：大阪、神戸の二港を中心として各地に通ずる
( ）行政上の区分：①京都府、②大阪府、③滋賀県、④兵庫県、⑤三重県、⑥和歌山
県、⑦奈良県
．以上主なる事項を復演させて、教科書を読解させる
．分団教授
?中等児童及び優等児童> ?劣等児童>
( ）白地図に記入させる
①府県の境（赤鉛筆)
②海岸線（青鉛筆)
③鉄道系
④主なる産物：産地に○をなし其の
中に産物の名称の一字を記入させ
る
( ）教科書を持ちて教卓の傍に来らせ読
解の練習をさせながら主な事項を問
答する
第 図 齋藤諸平の実践「近畿地方」の授業課程
齋藤諸平・清水甚吾（ ）：『分団教授の実際』、弘道館、 - より作成。
［
(）分団式発動主義教育の論理
ここでは、齋藤が「分団式発動主義教育」の名称を掲げて教育論を展開した齋藤
諸平著『教育理想の研究』を手がかりにして検討を進める。
齋藤は、この著作の中で、分団教授の先行実践にあたる及川の教育研究につい
て、「独逸式万能の我が教育界に於て米国プラグマティズム哲学を基調とする動的
教育を提唱し、我が国教育の実際的革新の先便を図つた其の功労は認めなければな
らぬ」)と述べている。そのうえで、「批判」の項目を設けて、次のような指摘を
行なった。
?この思潮は分類の上より見れば単一なものではない。分団式といふことと
動的といふことは本質的には別種の概念に基づいてをる。分団式教授法の基礎
となるものは個性の問題、又個性に応ずる学級編制上の問題は動的とか自動的
とかいふものと違つた見地より、違つた研究法によりて決定して行かねばなら
ぬ。（中略）分団式は米国（中略）小学校長ジョンス女史、一九〇六年出版の分
団的応用攻究教授を参考にしてゐる。分団は児童の能力に応じて児童を分ける
学級管理上の編成法であつて、教育原理の問題ではない。学習法に於いてはマ
クマレー教授説を採用してあるやうである。」)
この見解は、第 に及川の自学輔導法研究の根幹をなす動的教育、ひいては本
稿で着目した「輔導上の三大要件」が地理教育の原理になりえないとして批判を加
えている。第 に及川の教育論はアメリカの分団教授と学習法を採用したもので
あるから、独創的でないと見なしている。その上で及川の実践的研究を批判的に超
克するために、提案された分団式発動主義教育の新機軸について、齋藤は次のよう
に主張した。
?旧教育の二大欠点は、（一）注入式詰込的であつて、記憶を中心とした教授
に偏向し、従つて児童をして単に受動的に学習せしめた。（二）一斉的画一的
であつて、個性の発展を妨げた。以上の二大弊害を矯正して発動的学習の態度
を作り、一層個性の発展を図らん（中略）。右の（中略）主張を実現するために
は発動的学習態度と分団学習とを採用するのである。」)
この見解の中で、齋藤が自らが提唱する分団式発動主義教育が必要とされる根拠
として述べていることは、自学輔導法の提唱者である谷本の主張と同じものであ
る。この場合、齋藤が新機軸として提起した「発動的学習態度」と「分団学習」に
ついても検討する必要がある。
?発動的学習態度」の主張は、次の つの柱から構成されている )。第 に、児
童の本能を圧迫してはならず、適度に指導して創造性を育むことが発動的学習の根
本とすること。第 に、学習の各方面では児童がものごとを考察する余裕を与え、
内面的精神的活動をさせる必要があること。第 に、材料は徒に深さを求めるこ
とをしないで、正確で確実に定着を図ることと、日常の生活場面に応用することが
) 前掲書（ ）、 。
) 前掲書（ ）、 - 。
) 前掲書（ ）、 - 。
) 前掲書（ ）、 。
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肝要であること。第 に、注入式の詰め込み的学習をやめて、各学科とも大いに
児童の自学自習を基礎にするとともに出発点にすることが重要であること、であ
る。この発動的学習態度の主張は、具体的な根拠と手立てを示さないまま、自学が
重要であることを説くばかりである。
?分団学習」の主張は、次の つの柱から構成されている )。第 に同一学年の
児童を能力に応じて若干の分団に類別することで、優等児の自発成長を促すととも
に、劣等児を救済誘導することが重要であること。第 に、分団学習とは一斉的
取扱いを本体とし、これに分団及び個別的取扱いを加味したものである。第 に、
分団学習は、国語・読方・算術に主とし、綴方・地理・理科にも適用すること。第
に、優等児は自力による研究を多くし、自発成長できるようにすること。第
に、劣等児は教師の輔導による学習を多くすることが必要であるが、注入的になら
ないように配慮すること、が重視されている。この「分団学習」の主張について
も、及川の論議を踏襲するばかりで、独自の主張を確認することができない。むし
ろ具体的な根拠と事例を示していないことが、及川の主張との違いをいっそう曖昧
にしている。
以上の検討から、齋藤の分団式発動主義教育については、論理においても実践に
おいても、新機軸を見出すことができない。むしろ齋藤には、及川のように、地理
科の教育内容と向き合うことから独自の地理教育観を形成する教育研究の基盤づく
りが必要であったといえよう。
．おわりに 分団教授の消長と地理科の論理
本稿では、自学輔導法の研究史に及川と後続の分団教授論を位置づけて、小学校
地理科の地誌学習へ導入を試みた教育研究を、実践まで含めて分析することで、そ
の自学輔導法としての特質と限界について考察を加えた。その結果、次のような成
果を得た。
及川に後発して分団教授を掲げた教育研究では、分団式教育の要素が一人歩きを
始めたことが重要である。学習法の育成を目標に掲げても、教育内容と密接に関わ
る地理科の論理そのものが欠落してしまうと、自学輔導法の手立てが形式化すると
ともに形骸化して、地理科の論理との整合性が失われる。結果として、教科の論理
を十分にふまえない教育研究は、自学輔導法として分団教授を展開しようとする教
育研究を後退させてしまった。
教科の論理の形骸化がもたらした分団教授論の変質に伴う教育研究の後退は、及
川の「生きた地理を学ぶ」動的教育の見地に立つ地誌学習から、国定教科書の項目
順に各地を概観する静的な地誌学習へと後退させる現象として顕在化したのであ
る。
大正自由教育期の前半に台頭した分団教授論は、地誌学習を通して見たとき、学
科特有の論理に関わる内容研究の支持基盤の脆弱さと、教育方法の改革に自己限定
) 前掲書（ ）、 。
［
または傾斜した実践的研究の在り方の問題性を指摘することができる。
なお、本稿では及川の実践についての分析を郷土地理教育に限定したため、日本
地理と外国地理の実践には言及できなかった。また、及川の地理教育論の体系と、
地理科カリキュラムの特質についても、本稿では論じることができなかった。これ
らの論点は、今後の課題としたい。
＊齋藤 之誉（さいとう ゆきたか）
現職名╱麗澤大学経済学部准教授、最終学歴╱筑波大学大学院博士課程教育学研究科学校教育
学専攻（ 年一貫コース）修了、主要著書╱共著『市民教育への改革』（ 年、東京書籍）、
主要論文╱「香川幹一における地誌教授法の形成過程―『略地図＋地理区教授』方式の定式化
を中心に―」（『新地理』、第 巻第 号、 - ）等。
］ 大正自由教育期における地理科自学輔導論の実践的展開
